
　1963年に筑波研究学園都市の設置を閣議了解されてから50
年。現在つくば市にはさまざまな研究機関の産学連携窓口やオー
プンファシリティがあります。また、国際戦略総合特区を支援して
おり、産学官が連携したイノベーションを産み出す環境を街全体
で整備しています。今年で6回目を迎える産産学連携促進市では、
つくばの研究事例を紹介するとともに、首都圏地域の企業・団体も
含めたビジネスマッチングの場を提供します。都産技研は産業支
援関連の展示相談コーナーに出展します。

平成25年2月19日（火）　13:00～17:00

●会　　場 　秋葉原ダイビル2階コンベンションホール
 　　　　　　（千代田区外神田1-18-13）
●入 場 料　無料（事前登録制）
●申込方法　つくば市ホームページまたはFAX（03-5298-0050）
　　　　　　による事前申し込み
●お問い合わせ　
　つくば市東京事務所「産産学連携促進市」係
　〒101-0021　東京都千代田区外神田1-18-13　
 秋葉原ダイビル8階
　TEL 03-5298-2005（9:15～18:00／土・日・祝日を除く）
●ホームページ（つくば市）
　http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/13/2508/
　主催：つくば市

第6回つくば産産学連携促進市inアキバ
筑波研究学園都市50周年
～限りない成長のために～

　多摩地域の中小企業が有する個性豊かな技術や製品を一堂に展
示し、製品開発力や加工技術等の紹介をする展示会です。受注拡大、
パートナー企業の発掘に向けた情報収集など多摩地域の工業振興
に繋がるビジネスチャンスの場です。都産技研からは多摩テクノプ
ラザが出展します。

平成25年2月8日（金）・9日（土）　10:00～16:00

●会　場 東京都立多摩職業能力開発センター　人材育成プラザ
 （昭島市東町3-6-33）
●入場料 無料  
●展示内容（予定）
多摩テクノプラザの事業、技術支援内容等の紹介

●ホームページ　
　http://www.tama-kogyo-koryuten.jp/

第12回たま工業交流展

展示会出展情報

　「勇気ある経営大賞」は、東京商工会議所が、厳しい経営環境の中で
勇気ある挑戦をしている中小企業を顕彰する事業です。革新的ある
いは創造的な技術・技能や経営手法等により、独自性のある製品・
サービスを生み出している企業を顕彰します。併せて、その活動を広
くＰＲすることで、後に続く企業に目標と勇気を与え、ひいては経済
の活性化に資することを目的としています。現況を打破するイノ
ベーションを実践されている多くの企業のお申し込みをお待ちして
おります。

●応募資格　
次の二点のいずれにも該当する企業もしくは企業グループ。
①中小企業基本法に定める中小企業で原則として未上場企業。
②東京都に事業活動の拠点（支社、支店、工場、営業所、事務所等も含
む）を置く企業。ただし、一都八県（東京、神奈川、埼玉、千葉、群馬、
茨城、栃木、山梨、静岡）に本社がある企業に限ります。
◆なお、本賞は売上高や財務内容、市場シェアなどの比較によって選
考するものではありません。業種・業歴も関係なくご応募いただけ
ます。

■東京商工会議所からのお知らせ■　
第11回「勇気ある経営大賞」応募企業募集のご案内

●募集締切　平成25年3月8日（金）
●応募方法　応募要項に従い、応募用紙と添付資料を担当事務局まで 
 ご提出ください。
●受賞特典　賞金等贈呈の他、マスコミ等を通じて世間一般に広く 
 周知いたします。
 （大賞：賞金200万円、優秀賞：賞金50万円、
  特別賞：賞金30万円）
●お問い合わせ　
　東京商工会議所　中小企業部（担当：田中、中村）
　〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-2-2
　TEL 03-3283-7644
　E-mail：chusho@tokyo-cci.or.jp
●ホームページ　 
　http://www.tokyo-cci.or.jp/market/keieitaisyo/

※イベントの詳細は、都産技研ホームページ【イベントスケジュール】（http://www.iri-tokyo.jp/joho/event/）をご覧ください。 

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

絹繊維品のプリーツ加工及びプリーツ加工品
特許特集

絹織物にも適するプリーツ加工法を求めて

　プリーツ加工とは、生地へひだ（折り目、プリーツ）をつける
加工のことで、スカート、ブラウス等の製品に多く使われてい
ます。プリーツ加工が可能な繊維素材としては、ポリエステル
等の合成繊維や毛繊維があります。
　絹繊維は、優れた風合いや光沢等の優れた性能をもつこと
から人気のある繊維素材で
す。絹織物への従来のプリー
ツ加工は、湿熱処理、樹脂加
工、はっ水加工を利用してき
ました。
　ところが、湿熱処理とはっ
水加工を行うとプリーツ性が
低下することや、樹脂加工で
は織物が硬くなってしまうな
どの問題がありました。絹織
物本来の柔らかさを維持した
まま、高いプリーツ性を得る
ことができるプリーツ加工法
の開発が望まれていました。

加工剤に膨潤剤を採用

　本技術では、絹繊維に膨潤剤を用いてプリーツ加工するこ
とで、絹織物本来の柔らかさを維持したまま、高いプリーツ性
を得ることが可能になりました。
　膨潤剤とは、絹繊維を膨潤させることのできる薬剤です。こ
の膨潤剤を付与した絹織物に対し、プリーツを折り込み、蒸気
を当てて形状をセットします。

　なお本技術は、現在、株式会社杉本プリーツ様にて製品化を
進めていただいています。都産技研でも、従来では難しかった
プリーツ性の高い絹繊維品を皆さまにご利用いただけるよう、
さらなる研究を進めます。

ノ

図1　プリーツ加工した製品例
図2　尿素を用いてプリーツ加工した絹織物

左：洗濯前 右：水洗濯3回後

表1　プリーツ加工した絹織物のプリーツ性と柔らかさ

絹織物本来の柔らかさを損なうことなく、高いプリーツ性が得られるプリーツ加工法を開発しました。
付加価値の高い絹織物の製品化が期待できます。

特開2013-007122

研究担当：繊維・化学グループ　<多摩テクノプラザ>
武田　浩司

※お問い合わせは開発企画室（P.2）まで

プリーツ性：5級から1級で評価され、5級が最も優れる
柔らかさ：剛軟性試験を実施、値が低いほど柔らかい
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入場
無料

入場
無料


